
公 益 社 団 法 人 北 海 道 社 会 福 祉 士 会 職 員 給 与 規 程  

 

規 程 第 ９ 号  

2 0 0 5年 1 1月 5日 制 定  

2 0 2 0年 5月 1 5日 改 正  

(目 的 )  

第 １ 条  こ の 規 程 は 、 公 益 社 団 法 人 北 海 道 社 会 福 祉 士 会 ( 以 下

「 本 会 」 と い う 。 )就 業 規 程 (規 程 第 1 1号 )第 2 3条 の 規 定 に 基 づ

き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 基 本 的 事 項 を 定 め る こ と を 目 的 と す

る 。  

(規 定 の 適 用 範 囲 )  

第 ２ 条  こ の 規 程 は 、 本 会 の 事 務 局 に 勤 務 す る 常 勤 の 職 員 に 適

用 す る 。  

２  第 １ 項 に 掲 げ る 以 外 の 職 員 の 給 与 に 関 し て は 、別 に 定 め る 。 

３  退 職 手 当 に つ い て は 、 別 に 定 め る 。  

(給 与 の 種 類 )  

第 ３ 条  職 員 の 給 与 は 、 基 本 給 及 び 諸 手 当 と す る 。  

２  諸 手 当 は 、 管 理 職 手 当 、 時 間 外 勤 務 手 当 、 通 勤 手 当 及 び 特

別 手 当 と す る 。  

(給 与 の 支 給 日 )  

第 ４ 条  特 別 手 当 を 除 く 職 員 の 給 与 は 、 毎 月 1 5日 に 支 給 す る 。  

２  賞 与 は 、 6月 1 0日 及 び 1 2月 1 0日 に 支 給 す る 。  

３  前 各 項 に 定 め る 支 給 日 が 休 日 の 場 合 は 、 支 給 日 を 順 次 前 日

に 繰 り 上 げ る も の と す る 。  

(給 与 の 支 給 方 法 )  

第 ５ 条  給 与 の う ち 当 月 分 の 基 本 給 、 並 び に 前 月 分 の 時 間 外 勤

務 手 当 、 及 び 通 勤 手 当 は 、 前 条 第 １ 項 に 定 め る 支 給 日 に 支 給

す る 。 な お 、 支 給 に 係 る 計 算 期 間 は 、 月 の 初 日 か ら 末 日 ま で

と す る 。  

２  新 規 に 採 用 さ れ た 職 員 及 び 復 職 し た 職 員 の 発 令 当 月 の 基 本



給 は 、 出 勤 日 か ら 日 割 計 算 に よ っ て 支 給 す る 。  

３  職 員 が 退 職 し た 場 合 の 基 本 給 は そ の 日 ま で 日 割 計 算 に よ っ

て 支 給 す る 。  

４  職 員 の 給 与 は 、 法 令 に よ っ て そ の 職 員 の 給 与 か ら 次 の 各 号

に 定 め る 控 除 す べ き も の の 金 額 を 控 除 し た 残 額 を 、 通 貨 に よ

っ て 直 接 当 該 職 員 に 支 給 す る 。  

(１ )  源 泉 所 得 税 お よ び 住 民 税  

(２ )  健 康 保 険 料 、介 護 保 険 料 、厚 生 年 金 保 険 料 、雇 用 保 険 料

等 の 被 保 険 者 負 担 分  

５  前 項 の 規 定 は 、 本 人 の 申 し 出 に よ り 本 人 の 指 定 す る 本 人 名

義 の 銀 行 口 座 に 振 り 込 む 方 法 で 給 与 を 支 払 う こ と が で き る 。  

(給与の計算方法 )  

第６条 職員が遅刻・早退・欠勤した場合は、その日または時間につ

いて給与を減額する。また、前条第２項、第３項に関する日割り計

算については以下の算式でもとめる。  

(１ )遅刻・早退控除の算式  

      基準内給与  

 １ヶ月あたりの平均所定勤務時間数 × 遅刻・早退時間数  

 

 

(２ )欠勤控除の算式  

      基準内給与  

 １ヶ月あたりの平均所定勤務日数 × 欠勤日数  

 

 

(３ )日割り計算の算式  

      基準内給与  

   当該月の所定勤務日数 × 勤務日数  

 

 



(基 本 給 )  

第 ７ 条  職 員 の 基 本 給 は 、 本 人 の 職 務 、 資 格 及 び 勤 務 成 績 等 を

考 慮 し て 理 事 会 の 同 意 を 経 て 決 定 す る 。  

(初 任 給 )  

第 ８ 条  新 た に 採 用 さ れ た 職 員 の 基 本 給 は 、本 人 の 学 歴 、職 歴 、

資 格 、 技 能 及 び 他 の 職 員 と の 均 衡 等 を 考 慮 し て 定 め る 。  

(管 理 職 手 当 )  

第 ９ 条  管 理 職 手 当 は 、 常 勤 の 事 務 局 長 に 支 給 す る 。  

２ 管理職手当の額は、２万円とする。  

(時 間 外 勤 務 手 当 )  

第 1 0条  就 業 規 程 第 1 0条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 職 員 に 時 間 外 又 は

休 日 に 勤 務 を 命 じ た と き は 、 そ の 時 間 外 又 は 休 日 の 勤 務 時 間

に 対 し て 、 次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ り 時 間 外 勤 務 手 当 を

支 給 す る 。  

( １ )  当 該 時 間 外 勤 務 が 所 定 労 働 時 間 を 超 え て 行 わ れ た 場 合

は 、所 定 の １ 時 間 当 た り 基 本 給 の 額 に 1 . 2 5を 乗 じ て 得 た 額 に

そ の 超 え た 時 間 数 を 乗 じ て 得 た 額 。た だ し 、次 号 に 定 め る 時

間 数 を 除 く 。  

( ２ )  前 号 の 時 間 外 勤 務 が 午 後 1 0 時 か ら 午 前 ５ 時 ま で の 間 に

行 わ れ た 場 合 は 、そ の 時 間 に つ き 、所 定 の １ 時 間 当 た り 基 本

給 の 額 に 1 . 5を 乗 じ て 得 た 額 に 当 該 時 間 数 を 乗 じ て 得 た 額 。

た だ し 、 次 号 に 定 め る 時 間 数 を 除 く 。  

(３ )  当 該 時 間 外 勤 務 が 休 日 (勤 務 を 要 し な い 日 )に 行 わ れ た 場

合 は 、所 定 の １ 時 間 当 た り 基 本 給 の 額 に 1 . 3 5を 乗 じ て 得 た 額

に 当 該 時 間 外 勤 務 時 間 数 を 乗 じ て 得 た 額 。た だ し 、次 号 に 定

め る 時 間 数 を 除 く 。  

( ４ ) 前 号 に 掲 げ る 休 日 の 時 間 外 勤 務 が 午 後 1 0 時 か ら 午 前 ５ 時

ま で の 間 に 行 わ れ た 場 合 は 、そ の 時 間 に つ き 所 定 の １ 時 間 当

た り の 基 本 給 の 額 に 1 . 6を 乗 じ て 得 た 額 。  

２  前 項 に 定 め る 「 所 定 の １ 時 間 当 た り の 基 本 給 の 額 」 は 、 当



該 時 間 外 勤 務 を 行 っ た 職 員 の そ の 月 の 基 本 給 の 額 を 、 所 定 労

働 時 間 数 で 除 し て 得 た 金 額 と す る 。  

        基 本 給              対 象    

 １ ヶ 月 あ た り の 平 均 所 定 勤 務 時 間 数 ×割 増 率 ×  勤 務 時 間 数  

 

 

３ 第１項の規定にかかわらず、労働基準法第４１条の適用者として

管理職手当の支給を受ける者には、時間外勤務手当を支給しない。

なお、深夜勤務手当と年次有給休暇については適用除外されない。  

(通 勤 手 当 )  

第 1 1条  通 勤 手 当 は 、 電 車 ・ バ ス 等 の 公 共 交 通 機 関 を 利 用 し て

通 勤 す る 職 員 に 対 し て 、 最 短 経 路 に よ り 、 計 算 し た 定 期 券 代

を 上 限 と し 交 通 費 実 費 を 通 勤 手 当 と す る 。 な お 、 本 人 の 都 合

に よ り 、 自 家 用 自 動 車 等 を 使 用 し て 通 勤 す る 場 合 も 前 記 の 手

当 を 支 給 す る 。  

２  月 の 途 中 で 採 用 さ れ た 職 員 の 通 勤 手 当 は 、 採 用 の 日 か ら 日

割 に よ り 支 給 す る 。  

３  月 の 途 中 で 順 路 又 は 利 用 交 通 機 関 の 変 更 等 が 生 じ た 場 合 は 、

通 勤 手 当 の 額 の 変 更 は 届 け 出 の あ っ た 翌 月 か ら 行 う 。  

４ 通勤手当の支給額は、月額２万円を限度とする。  

(賞 与 )  

第 1 2条  職 員 に 賞 与 を 支 給 す る こ と が で き る 。 な お 、 本 会 の 財

務 状 況 ま た は 社 会 情 勢 等 に よ り 賞 与 を 支 給 し な い 場 合 が あ る 。  

２ 前項に定める賞与は、第４条第２項に規定する支給日に在職する

職員に対して支給する。  

３ 賞与支給日時点で在職期間が６か月に満たない職員にあっては、

事務局長がその期間の割合などを考慮して各人ごとに決定し支給す

る。  

４ 前項の規定にかかわらず、賞与支給日時点で在職期間が３か月に

満たない者については賞与を支給しない。  



５ 賞与の算定基礎期間は次のとおりとする。  

 (１ ) 上半期賞与 前年の 10月 1日から当年の 3月 31日まで  

 (２ ) 下半期賞与 当年の 4月 1日から 9月 30日まで  

６ 賞与の額は、本会の財務状況や社会情勢等を考慮し、会長が別に

定める。  

(特 別 手 当 )  

第 1 3条  特 別 手 当 は 、 こ の 規 程 に 定 め る 他 の 手 当 の ほ か に 、 手

当 の 支 給 を 必 要 と す る 特 別 の 事 由 が 生 じ た 場 合 に 支 給 す る 。  

(休 職 者 の 給 与 )  

第 1 4条  職 員 の 欠 勤 期 間 及 び 休 職 期 間 に つ い て は 、 給 与 を 支 給

し な い 。  

２  給 与 計 算 期 間 の 途 中 で 休 職 に 入 っ た と き 、 ま た は 復 職 し た

と き の 給 与 は 大 ６ 条 第 ３ 号 に よ る 日 割 り 計 算 と す る 。  

(業 務 上 災 害 の 給 与 )  

第 1 5条  職 員 が 、 業 務 上 災 害 の 傷 病 で 欠 勤 し 、 ま た は 休 職 す る

場 合 は 、 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 に 定 め る 休 業 補 償 給 付 と 休 業

特 別 支 給 金 の 支 給 を 受 け る も の と し 、 給 与 は 支 給 し な い 。  

 (通 勤 災 害 の 給 与 ）  

第 1 6条  職 員 が 、 通 勤 途 上 の 災 害 に よ る 傷 病 で 欠 勤 し 、 ま た は

休 職 す る 場 合 は 、 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 に 定 め る 休 業 給 付 と

休 業 特 別 支 給 金 の 支 給 を 受 け る も の と し 、給 与 は 支 給 し な い 。 

(育 児 休 業 等 の 給 与 )  

第 1 7条  育 児 休 業 お よ び 看 護 休 暇 の 給 与 は 、 支 給 し な い 。  

２  育 児 短 時 間 勤 務 の 場 合 、 短 縮 さ れ た 時 間 に つ い て の 給 与 は

支 給 し な い 。  

(介 護 休 業 等 の 給 与 )  

第 1 8条  介 護 休 業 お よ び 介 護 休 暇 の 給 与 は 支 給 し な い 。  

２  介 護 短 時 間 勤 務 の 場 合 、 短 縮 さ れ た 時 間 に つ い て の 給 与 は

支 給 し な い 。  

(平 均 賃 金 の 計 算 )  



第 1 9条  平 均 賃 金 は 、 算 定 事 由 が 発 生 し た 直 前 の 給 与 計 算 締 切

日 か ら 前 ３ ヶ 月 分 の 総 支 給 額 を 歴 日 数 で 割 っ て 計 算 す る 。 そ

の 他 必 要 な 事 項 は 、 労 働 基 準 法 第 １ ２ 条 の 定 め る と こ ろ に よ

る 。  

(委 任 )  

第 2 0条  こ の 規 程 の 実 施 に 関 す る 細 目 は 、 理 事 会 に お い て 別 に

定 め る 。  

(改 廃 )  

第 2 1条  こ の 規 程 を 改 廃 す る と き は 、 理 事 会 の 承 認 を 得 な け れ

ば な ら な い 。  

 

附  則  

１  こ の 規 程 は 、 本 会 の 設 立 許 可 の あ っ た 日 ( 2 0 0 6年 1 2月 1 8日 )

か ら 施 行 す る 。  

２ 2008年 2月 2日改正  

３ 第２条第３項、第８条及び第 11条の規定は、2007年 4月 1日に遡り

適用する。  

４  こ の 規 程 は 、2 0 1 3年 7月 2 0日 か ら 施 行 す る 。な お 、改 正 後 の

規 定 は 、 2 0 1 3年 4月 1日 か ら 適 用 す る 。  

５  こ の 改 正 規 程 は 、 2 0 2 0年 5月 9日 か ら 施 行 す る 。 な お 、 改 正

後 の 規 程 は 2 0 2 0年 5月 1日 よ り 適 用 す る 。  

 


